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会議名 平成３０年度 第４回 小金井市学童保育所運営協議会 

事務局 

(担当課) 

児童青少年課 

開催日時 平成 30年 8月 28日(火) 19時 15分～20時 30分 

開催場所 本町暫定庁舎 第二会議室 

出 

席 

者 

委員 鈴木委員長、安達副委員長、大澤委員、中山委員、大村委員、津田委員、

岸委員、井出委員、小岩井委員、藤森委員、下田委員 

事務局 山田学童保育係長 

会議次第 １ 開会 

２ 議題 

(1)学童保育の保育内容について 

(2)その他 

３ 閉会 

配布資料 ・【資料 30-12】平成 30年度利用者アンケート用紙 

・【資料 30-13】平成 29年度の委託と直営との比較に伴う財政効果 

  議事 １．開会 

事務局より、配布資料の確認。 

２．議題 

（１）学童保育の保育内容について 

 ア 平成３０年度利用者アンケート（案）について 

（市）１０月中に４年目となる利用者アンケートを実施したい。本日はア

ンケート（案）を事務局で準備させていただいた。昨年との変更点は、設

問２１の対象家庭にさわらび学童とみなみ学童の利用者を追加した点で

ある。 

（学）把握して、どうするのか。 

（市）過去のアンケート結果で統計を取っている。数値が低かった場合、

各学童指導員に伝え改善に役立てている。 

（学）そのような内容をアンケートの依頼文に明記した方がよいのではな

いか。 

（市）内容は修正可能であるため、追記するようにしたい。その他、本ア

ンケート案の内容について、学保連代表者会議で検討をお願いしたい。 

（学）アンケート実施の目的を教えてほしい。また、実施後の結果は公表

されるのか。 

（市）業務委託がきっかけで平成２７年度からアンケートを実施するよう

になった。設問項目は運営協議会でそれぞれが持ち寄り、協議の結果が現



在の形になっている。集計結果はホームページにアップしているものの、

自由記述は公表していない。 

（市）過去のアンケート結果と比較検討するため、質問内容は基本的に変

えていない。どこかのタイミングで変えるか検討するかもしれないが、現

時点では未定である。委託することでアンケート結果に変化があれば、仕

様書に反映していく。あかね・まえはら・みどりに関しては委託して４年

経っているので、設問２１自体が必要かどうかも検討してほしい。 

（学）あかね・まえはら・みどりに関して引続き設問２１は残してほしい。 

（学）アンケートの回収率は把握しているか。 

（市）把握している。 

（学）昨年の資料を持っているためお伝えすると、みなみ学童は７９．７％

で一番高い回収率。全体的に回収率は少し下がってきている。 

（学）次回の代表者会議でアンケートについて検討し、次回の運営協議会

にて回答させていただく。 

（市）承知した。 

 

イ 平成２９年度委託による財政効果について 

（市）直営時の人件費試算及び委託時の委託料、並びに都型学童クラブ

補助金の歳入を比較し財政効果を算出した資料である。歳入ベースで

９，９２２，０００円、歳出ベースで５，４４６，０００円、総額とし

て１５，３６８，０００円の財政効果があったと試算している。 

（学）資料上にはあかね、まえはら、みどりのみで、みなみとさわらび

が無いが何故か。 

（市）平成２９年度に直営であった施設は歳入と歳出が±０となるため、

資料上は載せていない。 

（市）学童保育の見直しをしていく中で、委託することにより午後７時ま

での延長保育が可能となった。また、午前中に子育てひろばを実施し、さ

らに障害児の入所枠を撤廃したことなど、サービス拡充が出来ている。現

在は４所が直営で５所が委託施設である。 

（学）正規職員８，３００，０００円というのは退職金の積み立て分も含

まれているのか。 

（市）含まれている。退職金を職員数で割ったものを加えている。民間委

託により９学童全てが直営だった頃より数名の指導員が事務職に任用替

えしている。このため、市全体の事務職員の採用抑制が図られており、財

政効果はあると考えている。また、今後、児童数が増えていくと、都型学

童クラブ補助金の要件を外れていく施設が多くなることが懸念されてお



り、その場合は補助金による歳入は減少すると考えている。 

 

 ウ あかね、みどり、まえはら学童保育所の委託仕様書の要望について 

（学）現在、各学童の要望書を取りまとめている最中であるが、本日は概

要を口頭でお伝えしたい。要望については、施設ごと以下のとおりである。 

【あかね学童】 

・あかね第１〜第３の事業者と第４、第５の事業者を同一業者とすること

を希望する。 

・安全性の観点から、あかね第１〜第３に配置する施設長とは別に、あか

ね第４、第５専属の施設長を配置してもらいたい。 

・指導員の確保に支障がないよう、必要かつ十分な委託料の支払いとなる

よう増額を要望する。 

【みどり学童】 

・大規模化対策に係わる施設拡充されるまで、引き続き児童館スペースの

利用をお願いしたい。 

・児童館スペースの利用に伴い、育成室のフロアが分かれている。そのた

めに指導員２名の加配を要望する。２名のうち１名を正規職員にしてもら

いたい。 

・来年度以降の大規模化に備えた経費の確保。 

・大規模化に対して抜本的な施設拡充を要望する。 

【まえはら学童】 

・父母会行事のキャンプを、指導員と父母が協力・連携して行えるように

運営業務委託仕様書に記載してもらいたい。 

 

（学）各学童で再度意見を集約して９月下旬に要望書を提出したい。 

（市）正式に要望書が提出された後、確認及び回答をさせていただく。 

 

（２）その他 

ア みどり学童保育所の空調設備の工事日程について 

（市）みどり学童保育所の空調設備等の工事の概要について、本日は口頭

でお伝えする。現時点で工事受託者は決定していないが、工期は平成３０

年１０月１５日から１２月１４日までを予定している。工事の内容は、育

成室と業務室のエアコン工事、モルタル塗り直し、建具の再塗装、第１育

成室にローカーの追加、既存ロッカーの補修、業務室の壁紙交換、２階モ

ルタル塗り替えや欠損補填である。 

工期中の保育は１階遊戯室及び図書室を予定しており、時期は１０月１５



日から１１月１７日までのおよそ１ヶ月を予定している。その期間中は、

ダンボールを人数分用意し、ランドセル等の荷物入れに使用する。指導員

の事務作業及び間食の調理等は工作室を使用する。９月中旬に業者決定

し、その後案内文書を出したいと考えている。 

（学）みどり学童利用者全てに配布するのか。 

（市）９月中旬に利用者全てに配布する。 

（学）業者決定が９月中旬では遅いのでは。 

（市）業者を複数指名した上で入札を行うのだが、夏期休業をまたいだ関

係で９月中旬となった。工期に影響はないと考えている。 

（学）既にエアコンが危機的状況で、室内にいても熱中症対策が必要なレ

ベルであり、本来、このような状況に至る前に交換をしなくてはいけない

のではないか。熱中症がいつ起きてもおかしくない状況であったことを考

えれば、業者選定に時間をかけず前倒しすることも考えてほしかった。 

（市）ご指摘は受け止めたい。エアコン室外機に直射日光があたらないよ

うにカーテンをするなどして、エアコンの効きを高める努力したが、今年

は想定以上に猛暑日が続き大変であった。保育内容を柔軟に見直しながら

対応してきた。 

（学）みどり学童については、暑さ指数が危険値を超えるとアラートがな

る温度計を購入した。暑さがピークであった７月はアラートが頻繁に鳴る

状況であった。このような状態の場合は、どこかに避難させる等の対応を

考えてほしい。 

 

イ （仮称）あかね第４・第５学童保育所の設計について 

（市）場所については、校庭北東の鶏小屋が設置されている場所周辺の樹

木の南側に作る予定だが詳細は調整中である。玄関へのアプローチの関係

で、樹木や石を撤去することも想定している。構造は木造を予定している。

現時点では玄関は東側道路の方向に設置する設計案で進めている。５月３

１日付けで収受した「（仮称）あかね第４、第５学童保育所新設設工事に

関する要望書」について本日時点での市の考えをお伝えしたい。 

①育成室の面積の確保については、８０㎡後半の大きさを確保する。 

②あかね第１〜第３と遜色ない育成室内にする。第４と第５をパーテーシ

ョンでしきり、解放できるようにする。 

③天井は勾配のないものとする。 

④手洗い場を育成室内に作るかどうかは、メリットとデメリットを検討

中。 

⑤今後の人員増を見越して、十分なロッカー・靴箱を準備したい。 



（市）１０月下旬までに要望を踏まえた設計図を作成してもらう。設計案

が調い次第、施設の担当委員には情報提供をさせていただく。 

 

ウ ほんちょう学童保育所の整備及び運営に関する要望について 

（学）ほんちょう学童の施設整備の進捗について確認したい。ほんちょう

学童は本町小から距離があるため近隣地や学校内に施設を整備してほし

い旨の要望を以前からしているところである。進捗を教えてほしい。 

（市）まだお答えできることは無い。近隣地にするなら購入することにな

るが、候補地が見つからないのが現状である。 

（学）武蔵小金井駅第二地区の再開発に伴うツインタワー建設では７２０

戸もマンションができるとのことである。学童だけでなく、学区域ごとの

小学校児童数のバランスが大きく崩れる可能性もあり、学区域の変更など

の対応をせずに大丈夫なのか懸念している。 

（市）教育委員会において学区域変更の検討はしているが、具体的には進

んでいない。動きがあれば報告したい。 

（学）国分寺市などは民間の学童があると聞いたが小金井市の最新の動向

を教えてほしい。 

（市）青梅市や国分寺市に民設民営の学童保育所があるのは把握してい

る。本市で民設民営の学童保育所の設置の動きは把握していない。現時点

で市内に学童と名乗っている預かり施設もある。 

 

（市）次回日程について。９/２０（木）、２６（水）で、日程の調整をさ

せていただきたい。 

 

（市・学）それでは、本日は長時間にわたりありがとうございました。 

 

閉会。  
 


